
（対象期間：2022年4月～2023年3月）

エコアクション21

2022年度環境経営レポート

発行日：2023年06月01日



目　次

１．組織概要及び認証登録の範囲 P3

２．実施体制 P4

３．環境経営方針 P5

４．環境経営目標 P6

５．環境経営計画の取組活動 P7

６．環境経営目標の達成状況 P8

７．取組内容の結果と評価 P9

       食品ガイドラインへの対応 P10

　　地域貢献活動 P11

　　マイエコアクション活動紹介 P12

８．環境関連法規の取りまとめ P13

９．代表者による評価と見直し P14



１．組織の概要、

       認証・登録の対象範囲

１） 事業所名 株式会社　九州コクボ

　代表者氏名 代表取締役　木村　勇輝

２）　所在地 本社・日田工場　　　 〒877-1351　 大分県日田市三ノ宮町2丁目1798番地

３）　環境管理責任者 製造部 　　          工場長

　　　　担当者氏名 管理部　　　　　　　担当者

　　　　連絡先 ＴＥＬ　0973-24-9069 FAX　0973-26-5569

４）　事業の内容 氷雪商品の製造及び販売　・　冷凍和洋菓子の仕入及び販売

　・主要製品：ロックアイス

５）　事業の規模 総売上額：2,337百万円 （　2022年　3月期）

単位

従業員数 人

延床面積 ㎡

　2023年　03月　31日　現在

６）　事業年度 ４月 ～ 翌年 ３月

♦認証・登録の対象範囲(全組織・全事業活動)

７） 事業活動 氷雪商品(ロックアイス)の製造及び販売　冷凍和洋菓子の仕入及び販売

８） 対象事業所 本社・日田工場

5,009

♦組織の概要

本社
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２．実施体制

役割・責任・権限

代表者

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・課題とチャンスを明確にし、必要に応じて見直す

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、EA21事務局を任命する

・環境への取組を実施するための資源(人・もの・金)を準備する

・EA21全体の取組状況に関し、評価見直しを実施する

・環境経営レポートを承認し、公表する

環境管理責任者

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築・実行

・環境経営目標、環境経営計画を作成し、毎年見直す

・環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・評価する

・上記の結果を代表者へ報告する

EA21委員会 ・1か月に1回委員会を開催し、環境経営目標及び環境経営計画に実施状況を審議する

EA21事務局

・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び記録類の作成・維持・集計を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営レポートを作成する

推進リーダー

・環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画を全部門へ周知する

・環境経営目標達成ため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防措置を実施する

・自部門に関連する法規制等を遵守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育・訓練を実施する

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

代表者

木村社長

環境管理責任者

工場長

EA21委員会

品質管理部製造部 物流部 営業部 管理部

推進リーダー

EA21事務局



 　３．環境経営方針

　　　　　　　　　　　環　境　経　営　方　針

　株式会社九州コクボは、水と緑あふれる水郷日田にあって

環境に配慮した企業活動を目標に掲げ、エネルギー資源（水・空気・電気）を使用して

事業を営む者として取り組むべきユニバーサル（普遍的）な位置づけとし、

環境配慮への取組を推奨します。

＜次の項目を重点項目とし、全員参加の実施体制を維持して、継続的改善を推進します。＞

1.エネルギーの効率利用により、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

2.適切な品質管理、工程管理により、廃棄物発生を抑制し

　不要物のリユース、リサイクル、リデュースに取組ます。

3.水郷日田の豊かな恵みに感謝し、地下水汲み上げ量の適切な管理と有効活用、節水に努めます。

4.製品に塗布するプリンターインクの適正管理に努めます。

5.食品廃棄物の排出0％を継続致します。

6.氷の持つ冷却エネルギーにより、人々の健康、食の安全、豊かな生活を支えてまいります。

　　　　　　　　約定日　2020年　07月　01日

　　　　　　　　株式会社　　九州コクボ
　　　　　　　　代表取締役　酒井　東洋士

＜当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します＞

＜環境経営方針及び当社の環境への取組状況は、定期的に公表します＞



４．環境経営目標

活動期間：(2022年4月～2023年3月）

2019年4月～
2020年3月

2020年4月～
2021年3月

2021年4月～
2022年3月

2022年4月～
2023年3月

2023年4月～
2024年3月

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 2,170,875 2,151,359 2,244,941 2,222,492 2,200,267 ※1

（1）電気使用量削減 ※2

　　　　第一工場 kWh 3,000,613 3,242,146 3,321,957 3,288,737 3,255,850

　　　　第二工場 kWh 3,255,510 2,912,690 3,105,840 3,074,782 3,044,034

　　　　　合計 kWh 6,256,123 6,154,836 6,427,797 6,363,519 6,299,884

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 7,200 4,252 5,040 4,989 4,939

（2）軽油使用量削減 ℓ 11.30 930.24 0.00 11.19 11.08 ※3

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物の削減

※4 産業廃棄物排出量の削減 ｔ 36.93 27.34 28.48 28.20 27.91

※5 ３．水使用量の適正管理 m³

※6 ４．化学物質使用量の適正管理 ℓ 16.2 12.6 16.2 0 0

５．食品廃棄物ゼロの継続 ｔ 0 0 0 0 0

　　　上記の電気、ガソリン、軽油に加え、灯油の使用量も含めた数値とする。

　　　2020年度がイベント等で突発的に軽油を多用した為、参考値から除外。

※6　化学物質は有機則該当(メチルエチルケトン含有)のものから「有機則非該当(4146K)」に変更。

目標値は2021年度2月から新規設備導入の為、2022年度より反映。

備考

環境経営目標 単位

基準年
2019年度

目標

2020年度
（実績）

2021年度
（実績）

2022年度
（1%削減）

2023年度
（1%削減）

排出量が少ない為、日常的な管理を行う。

生産数に比例する為、日常での適正管理を行う。

６．地域貢献活動の実施
市内小中学校へ熱中症対策として、自社商品の配布。地元企業と連携した育樹活動。

市内祭り後のゴミ拾いボランティア活動の参加。

※1　購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.347kg-CO2／kWh（九州電力　2019年度・調整後）を使用

※2　目標値は2021年度の実績から1%削減した値を目標値として設定。

※3　目標値は2019年度実績の1%削減値に設定。

※4　産業廃棄物の削減は、廃プラを対象とする。

※5　生産数によって、使用量の変動が大きい為、「適正管理」とする。



5.環境経営計画の取組活動

【二酸化炭素排出量の削減】

取組目標

取組目標

【廃棄物排出量の削減】

【水使用量の適正管理】

【化学物質使用量の適正管理】

【食品廃棄物ゼロの達成】

【地域貢献及び社員教育の推進】

取組目標 SDGs 12-5 達成手段

①環境へ配慮した資材の導入

環境に配慮したプロセスの導入
③マイエコアクション活動継続

④再生可能エネルギー導入検討

①冷凍設備設定温度の変更

②グリーンロジ継続

SDGs 9-4 達成手段

SDGs 8-5

バランスの取れた工場稼働及び

健康経営との連動

①閑散期の生産調整

達成手段

②NO残業DAYの継続実施

①梱包資材の軽量化、リサイクルペット

　使用、P.Pバンドリターナブルコア使用

状況確認と溶剤使用量の削減

水使用量の適正管理
①適切な脱氷用注水の把握及び削減

②製造以外での節水活動

③産業廃棄物排出リサイクルの継続 ③廃プラ、フィルムの100%リサイクルを継続

②一般廃棄物排出量の予防・削減 ②リサイクル、一般廃棄物の分別励行

取組目標 SDGs 6-4,6-5 達成手段

取組目標 SDGS 12-3 達成手段

食品廃棄物の抑制 仕入れ商品在庫の適正管理

取組目標 SDGs 12-4 達成手段

有機溶剤の適正管理

取組目標 SDGs13-1 達成手段

氷の持つエネルギーでの地域貢献 熱中症対策・災害支援活動

取組目標 SDGs15-2 達成手段

地域貢献と森林再生 育樹活動　企業参画の森、定期管理



６.　環境経営目標の達成状況

項目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

実績 kWh 310,569 338,603 336,053 378,779 383,030 333,469 244,730 197,594 197,534 230,966 200,094 327,334 3,478,755

目標値 kWh 331,810 342,021 343,617 340,812 367,473 287,151 199,957 207,014 192,994 216,046 143,970 315,871 3,288,737

1C/S当たり kWh 2.248 2.376 2.434 2.705 2.74 2.546 3.007 3.065 2.687 3.214 2.677 2.271 2.598

前年 kWh 2.484 2.413 2.619 2.81 2.739 2.956 3.276 2.846 2.804 3.171 2.832 2.207 2.689

前年対比 94% 99% 98% 111% 104% 116% 122% 95% 102% 107% 139% 104% 106%

評価 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × × × ×

実績 kWh 292,990 316,640 342,950 348,330 345,420 307,110 220,030 183,420 213,840 184,810 146,300 235,300 3,137,140

目標値 kWh 294,278 312,018 334,066 378,348 334,036 278,457 247,104 197,614 156,915 176,864 141,600 223,483 3,074,782

1C/S当たり kWh/C　※ 1.41 1.363 1.346 1.433 1.527 1.671 1.988 2.644 2.94 2.65 2.755 1.966 1.702

前年 kWh/C　※ 1.223 1.419 1.393 1.378 1.444 1.56 1.903 2.295 3.716 1.948 3.163 1.878 1.621

前年対比 100% 101% 103% 92% 103% 110% 89% 93% 136% 104% 103% 105% 102%

評価 〇 × × 〇 × × 〇 〇 × × × × ×

実績 L 626.4 426.3 576.8 534.3 477.2 296.0 294.7 285.3 324.9 213.3 260.4 277.3 4,592.8

目標値 L 539.5 261.3 576.1 613.2 437.2 289.7 450.2 362.9 491.4 276.8 268.0 422.9 4,989.3

前年対比 116% 163% 100% 87% 109% 102% 65% 79% 66% 77% 97% 66% 92%

評価 × × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

実績 L 0 49 0 0 0 0 122 217 0 0 0 65 453

目標値 L 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 11.19

前年対比 100% 0% 100% 100% 100% 100% 0% 0% 100% 100% 100% 0% 4048.3%

評価 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × ×

実績 kg-CO2 210,888 228,485 236,952 253,546 253,879 222,968 162,270 133,433 144,111 145,663 121,438 196,045 2,309,678

目標値 kg-CO2 218,504 227,558 236,493 250,971 244,438 196,938 156,175 141,854 123,187 137,901 100,336 188,137 2,222,492

前年対比 97% 100% 100% 101% 104% 113% 104% 94% 117% 106% 121% 104% 104%

評価 〇 × × × × × × 〇 × × × × ×

廃棄量 t 3.2 3.8 4.1 3.6 2.8 3.6 2.0 0.7 0.9 1.2 0.9 2.1 28.8

目標値 t 3.3 2.3 4.2 4.2 4.1 2.2 1.6 2.0 0.7 0.8 0.7 2.1 28.2

前年対比 97% 161% 97% 87% 68% 161% 124% 33% 130% 147% 138% 102% 102%

評価 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 × × × × ×

第一工場使用量 m3 7,554 8,078 8,245 8,661 8,574 8,120 4,675 4,054 4,570 5,100 4,865 8,844 81,340

目標値 m3 8,977 7,812 8,460 7,881 8,203 4,864 3,906 4,516 3,680 3,354 2,922 5,901 70,476

評価 〇 × 〇 × × × × 〇 × × × × ×

第二工場使用量 m3 5,388 5,162 5,839 5,344 4,635 3,977 2,870 2,029 1,754 1,734 1,479 2,702 42,913

目標値 m3 3,072 5,027 5,644 6,089 5,574 3,605 3,245 2,524 1,038 2,233 1,362 3,125 42,538

評価 × × × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 ×

使用量 L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

目標値 L 1.8 0.0 3.6 1.8 1.8 0.0 1.8 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 12.6

廃棄量 t 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

目標値 t 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

予算作成時の生産数をベースに目標値を設定。

評価　〇×基準

目標値に対して達成率が100％上回れば〇、下回れば×。

原水評価基準

前年度の単月使用量を目標値に設定。目標値を下回れば〇、上回れば×。

※原単位指標の単位の注記：Cはケースの略で、「　/C」は1ケース当たりの原単位指標

♦取組結果と今後の展望

CO2排出量、電力使用量ともにも目標値を上回る結果となってしまった。

要因として、第一工場はコロナ渦におけるおうち時間(家呑み等)を充実させる動きが継続傾向にあったため、

またアウトドア需要も高まり下期も減産することがなかったことが挙げられる。

第二工場は繁忙期の人員不足が挙げられる。慢性的な定員数不足であった為、昼休憩止めをする日が多々あり、

直当たりの時間数が伸びたことに比例し電力使用量も増加する形になった。

水使用量は第一工場では2直終了後より1日の揚氷本数が増え、散水の使用時間が長くなり増加している。

第二工場では2直終了後より使用量が増加している結果となった。

今回の結果を踏まえ今後も人員不足の懸念も払拭できないことから、ライン停止時は電源を落とす、コンプレッサーの電源を落とす

等のこまめな節電の強化していく必要性を感じた。

また水使用量は全体的に抑えることが出来ている印象であるが、繁忙期を終えると意識が薄れてしまう傾向にある為、

継続的に抑制出来るシステム作りが大切だと考える。

弊社で主に使用する電力及び水に関して、従業員の意識向上も必要であるが、委員会メンバーによる上記構築を行い

更なる結果を追求していく。

日田市内の小中学校全30校を対象に実施。7月中旬から10月初旬にかけて、自社商品を約10,000袋を提供。

市内祭り後のゴミ拾いボランティア活動に参加。

電力使用量

(第一工場)

電力使用量

(第二工場)

ガソリン使用量

軽油使用量

エネルギー使用量

産業廃棄物排出量

水使用量(第一工場)

水使用量(第二工場)

化学物質使用料

食品廃棄物

地域貢献活動



７.　取組内容の結果と評価

・ 工場管理基準書をベースにした

冷凍施設設定温度の見直し。 変更を昨年より継続。

・ 設定温度帯変更、稼働冷凍機の停止。

・委託営業冷蔵庫の変更。 二次保管先の営冷を主要出荷先のエリアに集約し、二次

・トラックの待機時間の削減。 物流にかかる距離・ガソリン使用量の削減に努めた。

時差出勤を導入し、トラックの待機時間の削減に努め

た。

・各個人が設定する年間活動目標に 昨年に続き、今期は個人の年間目標のひとつとして

　「マイエコアクション」を設定。 マイエコアクションを設定。「意識付け」の観点は、

良好だったが、数値化や見える化につなげることが難しく、

テーマ設定の重要性を感じた。

・ 需給会議を通じ、適正在庫管理を

物流部と連動し生産予定の管理。

・毎月水曜日をノー残業DAYに設定。 前年比で11.7%、社全体で160時間程残業が増加。

　 コロナ渦が収束による、イベント参加増。企画や準備、

当日対応による時間外が要因となった。

・梱包資材の軽量化。 軽量化に向け、新資材(段ボール)でのテスト生産実施。

耐荷重テスト問題なし。現行品と同等の強度もあり良好。

2023年度6月導入予定。

・ペットボトルの分別 社内掲示と朝礼等の呼びかけにより、ペットボトルの

・社外秘書類以外の紙類を 分別廃棄の継続、紙類も裏紙利用とリサイクルの分別

　分別し、リサイクル を継続して行えることが出来た。

・廃プラ、フィルムの100％リサイクル 一般廃棄物と分別することで、工場で発生する廃プラ、

フィルムの100％リサイクルを継続して実施することが

出来た。

・脱氷用注水の時間管理 従来時間管理を行っていなかったが、第一散水時間平均5分。

第二工場平均6分に設定したことにより合計580㎥程度削減に

成功。しかしながら、注水時間が短くしたことにより、

クレーンの上下回数が増加。モーターに負荷が掛かることより、

時間管理を一時中断。

・食堂やトイレ等に節水活動に 啓蒙活動を行い、意識付けを継続して行った。

　関する掲示物を作成 結果として、主に食堂や給湯室での無駄遣いが減った

・全体朝礼等での啓蒙活動 印象があった。

・使用量(在庫)の適正管理 新設備の導入により、有機溶剤の使用量が抑えることが

出来た。出納帳を利用し、適正に管理した。

・在庫の適正管理 2部署による在庫管理の徹底を継続。

食品廃棄物ゼロの継続。

・植林後の育樹活動 6月に下刈りの予定であったが、育樹の具合により見送りに

なる。

来年度育樹活動を実施予定である。

・市内小中学生に、熱中症対策として ７月中旬から10月初旬にかけて自社製品を配布。

　ロックアイスを配布 市内の小中学生に喜んで頂けた。

・地元祭り後のゴミ拾いに参加 市内祭り後のゴミ拾いに参加。地域の方と交流も深めることが

できた。

食品廃棄物排出0%の

継続
〇

地域貢献と森林再生 ー

地域貢献活動 〇

脱氷用注水の適正管

理及び削減
△

節水の啓発活動 〇

有機溶剤の適正管理 〇

環境に配慮した

資材の使用
〇

一般廃棄物排出量の

予防・削減
〇

産業廃棄物排出

リサイクルの継続
〇

月一で需給会議を行い、生産予定を都度確認実施。

最盛期の生産体制に問題はなく、閑散期の生産調整も良好。

NO残業DAYの設定 △

グリーンロジス

ティック継続
○

マイエコアクション

活動継続
△

工場稼働日の調整 〇

取組内容
実施

評価
活動の結果

冷凍設備の

設定温度変更
〇

閑散期に稼働冷凍機の間引き運転、温度設定の

容量の大きい倉庫冷凍機、生産時に使用する積み付け室、

梱包室での温度帯変更等が一定の効果があった。



【資料】環境目標と実績評価

株式会社九州コクボの食品向けガイドラインへの対応

1.現状把握

2021年度食品取扱総重量：4.266ｔ

2021年度の廃棄物重量：0t

2022年度食品取扱総重量：2.939ｔ

2022年度の廃棄物重量：0t

2.実態

〇食品の取扱いと物流について

　本社日田工場では、ロックアイス®のみ生産を行っているため、食品リサイクル法及び

ガイドラインへの抵触は無い。冷凍和洋菓子について取扱いはあるが、

自社工場での生産が無く、全ての商品が仕入れ(一部OEM商品)であり、自社倉庫での

保管もない。得意先からの依頼を受け、仕入れ先から直接卸売業者へ商品が届く。商品サンプル

として少量を自社倉庫で保管するが、期限切れが近い商品は社員での持ち帰りを行う為、

食品廃棄が発生することはほとんどない。

3.食品リサイクル法及び食品関連事業者向けガイドラインの取り組み

　食品リサイクル法について、発生が少ない為、抑制することで適応している。

〇徹底した在庫管理の継続

　月ごとの販売量に若干の差はあるが、一定の取引があるため、商品サンプルを含め月の棚卸や、

システム内データの確認を徹底する。

〇食品リサイクル化の数値目標

・2020年度の廃棄物発生がゼロだった為、廃棄物ゼロを目標継続とする

〇2022年度の実態

・2022年度の廃棄物発生率

　食品廃棄物は、0ｔなので、発生率は0%

・前述の通り、営業部と物流部の双方で在庫管理を徹底。

　結果として、食品廃棄物ゼロの達成。

〇コンプライアンスにもとづく対応

　月毎の発生率5％以上の廃棄量となった場合は、対応策を決定し速やかに業者へ依頼する。

　基本はマニフェストを発行し、産業廃棄物としての処理を行うが、場合によっては

　一般廃棄物としての処理を行う。



地域貢献活動

【活動内容】

地域貢献活動の一環として、毎年５月下旬に開催される「川開き観光祭」に出店。

熱中症対策として祭りに来場された方向けに、自社商品を配布しました。

翌日は地域住民の方と一緒に会場のゴミ拾いを行いました。

【所感】

祭り当日は気温も高く、来場された方に非常に喜んで頂けました。

ゴミ拾い活動では祭りがあった翌日とは思えない程ゴミの量が少なく、

日本、日田人の特性が表れていると感じました。

ボラインティア活動自体初めての参加であったが、地域住民の方も率先してゴミ拾いをして

いる姿を目の当たりにし、環境に対して考えさせられるよい経験となりました。

【今後の展望】

この度参加し、環境活動への意識が芽生えたことが感じられた。

今後は視野を広げ環境に関する活動に参加していき、活動の輪が広がっていくことを

期待したい。

また今回の活動は少数の参加であったが、次回はより多くの従業員に

参加を呼びかけ、環境に対する意識向上を働きかけていきたい。



マイエコアクション活動紹介

「マイエコアクション」とは・・・

会社全体で省エネやコスト削減に対する意識強化を図るため、

各個人が年間(一部期間)で仕事中に取り組む自己活動のこと。

【活動内容】

〇製造部　樋口課員

第二工場の脱氷層のフロー電極棒を固定式から全ねじに変更し、自動で止まる水量を抑えた。

1直当たり630ℓ削減。年間約126tの削減成功しました。

〇製造部　国崎主任

空調設定を見直し、生産後に1機止め電力削減を行いました。

【他事例紹介】

・工場手洗い場のバルブ調整を実施。年間1.4ｔの節水。

・製品ロスの削減を実施し、水使用量を抑制。

・脱氷槽注水量の抑制。

・製品使用テープ自動交換タイミングの見直し、使用量の抑制。

・作業レベルを向上させ、ヒューマンエラーによる資材ロスを抑制。

【今後の展望】

マイエコアクション活動初期ということもあり、従業員へ活動の目的や狙いが浸透せず、

会社全体より現場中心での活動になりました。

その中でも意識付けを最大の目的としていたため、活動を数値化するところまで到達できませんでした。

来期以降は社全体へ目的の浸透を図り、可能な限り数値化や見える化を行い従業員全体の

モチベーションアップも期待したいと思います。



８．環境関連法規の遵守

　　2023年3月31日に、関連法規の内容及び遵守状況を確認。対象となる法令に違反はありませんでした。

　また、外部からの苦情やお申し出も発生しておりません。

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認 一般廃棄物(紙くず、繊維くず、木くず、生ごみなど) ○

・委託基準：産廃収集運搬・処分業者の許可の確認、契約 ○

・保管基準

     掲示板：60cm×60cm以上表示

　　飛散・浸透防止

　　衛生管理

・マニフェスト交付
　B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付されない場合は30日以
内の知事への報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間）

○

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 ○

・処理の状況について確認の努力義務 ○

・平成19年度を基準に事業者ごとの再資源化率の目標達成
を目指す

動植物性残さ ○

・食品廃棄物等の発生原単位が基準発生原単位以下になる
よう努める

○

定期報告義務
・前年度の発生量が100トン以上、発生量・食品循環資源の
再生利用等の状況を報告（・フランチャイズチェーン店では、
集計量で100トン以上）

○

・保守点検、清掃、記録の保管（3年間） ○
・定期水質検査 ○

エネルギー使用状況の届出 ○

エネルギー管理統括者・管理企画推進者・管理者の選任・解任届 ○

中長期計画書の提出 ○

定期報告書の提出 ○

・フロン類の登録充填回収業者による適切な引き渡し

・環境影響の少ない指定製品の使用に努める

・フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存（3
年間）

・引取証明書が30日以内に送付されない場合の知事への報
告

対象；第1種特定機器
・簡易点検（すべて　１回/3ｹ月以上）

・有資格者による定期点検
　空調機器
　　　　 7.5kW以上1回/3年以上
　冷蔵冷凍機器
        (7.5kW以上 3回/年以上)
　　　  (50kw以上　1回/年以上)

・点検記録の保存（3年間）

労働安全衛
生法

ＳＤＳ義務のリスク評価 SDSが義務化された物質 ○

食品衛生法 ・HACCPに沿った衛生管理の義務 ○

・高圧ガス容器置場や充てん容器は、容器置場の技術
上の基準に従う。

ボンベ類の転倒防止、40℃以下、警戒標など ○

・容器の定期検査 〇

遵守評価

廃棄物
処理法

産業廃棄物（金属類・廃プラ類・廃ガラス・廃
油・木製パレット、廃水銀使用製品）

○

法規制等の
名称

該当する要求事項
（対応すべき事項）

該当する設備・項目

食品リサイ
クル法

浄化槽法 浄化槽

省エネ法 エネルギーの使用

高圧ガス保
安法

〇

○

フロン排出
抑制法

業務用空調機
業務用空調機（GHP）
業務用冷蔵庫・冷凍庫
エアドライヤ、冷水機
恒温恒湿器



９.代表者による全体評価と見直し・指示

評価日

1
組織概要及び認証登録の

範囲

2 実施体制（組織）

3 環境経営方針

4 環境経営目標

5 環境経営計画の取組活動

6 環境経営目標の達成状況

7 取組内容の結果と評価

8 環境関連法規のとりまとめ

見

直

し

と

評

価

3年目に入り確実に取組は推進されております。企業としてあり続ける為に以前必要だった事

は、売上を作る/利益を出し続ける財務面だけであったが、これからの社会はCSR活動/ESG資

/SDGSなど経済的ニーズに対応しながら社会的ニーズを創造する事が必要となっております。

従業員もEA21を意識していると感じ、更なる向上を目指す為に何が必要かを次年度に向け共

に考え成長できる企業を目指していきましょう。

2023.5.31

見

直

し

関

連

情

報

項目 代表者の所見 代表者 木村　勇輝

特設問題無し。

実施体制及び実施内容による個人評価方法は課題。

引続き従業員への浸透/意識付け課題。

老朽化設備による環境負荷。

実施内容の従業員への可視化、評価方法は課題。

生産増減による目標未達、根本的な老朽設備課題。

植樹活動未実施であれば他の環境保全対策も代替として取り組めた。

特設問題無し、引き続き遵守願いたい。


